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1.はじめに 

 火山灰質粘性土は施工機械の走行などにより軟弱化し、施工時にトラフィカビリティを確保することが困難な

場合が多く、所定のトラフィカビリティを得るためにセメントや、生石灰などを用いた安定処理が行われている。

しかし改良効果のでにくい場合は添加量が大きくなったり、セメントを用いた場合などは六価クロムの溶出の可

能性があるなど問題も多い。一方、河川堤防等には植生が施されており、これから大量の刈草が発生しており、

一部が堆肥化されているのを除いては、大部分が焼却または廃棄処分されているのが現状である。このためこの

刈草を減容固化することにより輸送・保管を容易にし、さらに炭化する技術が開発されている 1）（以下、刈草炭化

物）。一方、セメント安定処理土に木炭を混合することで強度改善効果が得られたことから 2）、本研究では火山灰

質粘性土に刈草炭化物を混合することによる、施工性の向上及びトラフィカビリティの改善効果の検討を行う。 

 

2.試験材料 

 実験では 4 種類の火山灰質の試料を用いた。試料土の採取場所は大分県大野町で、現在ここでは大分県と熊本

県を結ぶ中九州横断道路が建設されている。試料は砂質火山灰質粘性土（Ⅱ型）：（砂質ローム）、火山灰質砂：（軽

石；豆っこ）、砂混り火山灰質粘性土（Ⅱ型）：（砂混りローム）、砂質火山灰

質粘性土（低液性限界）：（灰土）である。 

写真-1 刈草炭化物  

次に今回使用した刈草炭化物の製造方法について説明する。まず除草機に

より除草された刈草を天日乾燥し、集草した後の刈草を直径 2～3cm、長さ

1～10cm程度の棒状に減容成形する。その後、成形された刈草を約 600℃で

5時間炭化することで刈草炭化物が製造される。写真-1に製造された刈草炭

化物を示す。使用する草の種類によって若干変動するが、刈草炭化物の比重

は約 0.3で、質量比で乾燥刈草に対して約 20%となる。 

 

3.試験概要 

表-1 改良パターン  

改良パターン
(1) 刈草炭化物のみ

(2) 生石灰のみ

(3) 普通ポルトランド
セメントのみ

(4) 刈草炭化物＋生石
灰（質量比1：1）

 今回は、刈草炭化物、生石灰、普通ポルトランドセメントを用いて火山灰質

粘性土を改良し、トラフィカビリティ改善効果について検討を行った。改良効

果は地盤工学会基準「締固めた土のコーン指数試験」により評価した。供試体

は湿潤―非繰返し法で突き固め作製した。また刈草炭化物は砕いて 19mm以下

に砕いたものを使用し、刈草炭化物、生石灰、普通ポルトランドセメントの混

合の表示は kg/m3で表示した。混合は締固め前日に行い（養生 1 日）、地山状

態での湿潤密度ρtにより添加量を計算した。 

 

4.試験結果 

 上記の 4試料を自然含水比状態で突き固め回数を変化させて供試体を作製し、コーン指数試験を行ったところ、

突固め回数 25 回時点で湿地ブルドーザが走行できる目安であるコーン指数 qc=300(kN/m2)を満たすのは砂質ロー

ムのみとなり 3）、ここでは砂質ローム以外の試料を改良の対象とした。また今回行った改良パターンを表-1 に示
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す。なお室内配合試験時の改良土の目標コーン指数は、現場配合との混合の程度を考慮し qc=400(kN/m2)と設定し、

突固め回数を 25 回×3 層で配合量を変化させコーン指数試験を行った。図-1～図-3 に軽石、砂混りローム、灰土

に添加量を変化させ改良したときのコーン指数の変化を示す。横軸にそれぞれの添加量を、縦軸にコーン指数を

とった。なお刈草炭化物と生石灰を 1：1で混合するときは合計の添加量で表している。これよりいずれの場合に

おいても、刈草炭化物を混合するにつれてコーン指数が増加することがわかる。 

次に刈草炭化物混合よ

って生石灰添加量をどれ

ほど低減できたか把握す

るため、横軸に生石灰添加

量、縦軸にコーン指数をと

ったグラフを図-4～図-6

に示す。図-4 の軽石の場

合を例にとると、生石灰の

みでは添加量約 150kg/m3

で 第 2 種 改 良 土

（qc=800kN/m2）となるが、

刈草炭化物と生石灰を

1：1 で混合した場合では

それぞれ約 80kg/m3、合計

で約 160kg/m3程度混合す

れば同程度 qcを得ること

ができる。合計の添加量で

は生石灰単独で用いた場

合よりも増加するものの、

刈草炭化物が環境負荷の

小さい材料であることを

踏まえると、添加する生石

灰量を低下させることが

できたと考えることがで

きる。生石灰添加量が増加

するにつれて刈草炭化物

の添加量も増加するので、

生石灰減少量は添加量が

大きくなるにつれて大きくなる。 
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図-1 添加量とコーン指数の関係     図-4 刈草炭化物混合による生石灰 

（軽石）               添加量減少量（軽石） 
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図-2 添加量とコーン指数の関係     図-5 刈草炭化物混合による生石灰 

（砂混りローム）            添加量減少量（砂混りローム） 
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図-3 添加量とコーン指数の関係      図-6 刈草炭化物混合による生石灰 

（灰土）                 添加量減少量（灰土） 

5.おわりに 

 有効利用が求められる刈草を炭化させた刈草炭化物を土質改良材として使用することで、種々の火山灰質粘性

土のトラフィカビリティが改善されることが示された。今後は対象土を広げて検討を行い、刈草炭化物によるト

ラフィカビリティ改善効果を定量的に把握する予定である。 
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